インドのマスキュリニティと現世放棄 by 國弘, 暁子 & Kunihiro, Akiko
インドのマスキュリニティと現世放棄
國 弘 暁 子






















































































であると批判する［Osella & Osella 2006：120］。
精子の消費を防ごうとする考え方に関しては、現世放棄者が遂行する苦行の実践にルーツがある
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